
昨
年
10
月
、
近
鉄
の
観
光
特
急

「
し
ま
か
ぜ
」
に
乗
っ
て
、
賢
島
ま

で
往
復
し
て
き
ま
し
た
。
５
月
に

吉
野
山
か
ら
の
帰
り
に
大
阪
阿
部

野
橋
ま
で
「
青
の
交
響
曲
（
シ
ン
フ

ォ
ニ
ー
）
」
に
乗
車
し
、
８
月
は
奈

良
へ
行
く
の
に
大
阪
難
波
か
ら

「
あ
を
に
よ
し
」
に
乗
車
。
こ
の
年
、

近
鉄
の
観
光
特
急
で
乗
車
し
て
い

な
い
の
は
「
し
ま
か
ぜ
」
の
み
で
、

満
を
持
し
て
の
乗
車
で
し
た
。 

「
し
ま
か
ぜ
」
は
、
名
古
屋
・
大

阪
難
波
・
京
都
～
賢
島
間
を
週
６

往
復
ず
つ
運
行
し
て
い
て
、「
し
ま

か
ぜ
特
別
料
金
」
が
必
要
な
ワ
ン

ラ
ン
ク
上
の
特
急
列
車
。
お
と
と

し
に
も
乗
車
し
た
の
で
す
が
、
宇

治
山
田
か
ら
名
古
屋
ま
で
と
乗
車

区
間
が
短
か
っ
た
こ
と
、
プ
レ
ミ

ア
ム
最
前
列
が
１
人
席
し
か
獲
れ

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
次
回
は
２

人
席
側
の
最
前
列
席
で
全
区
間
を

乗
車
し
よ
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。 

 

「
し
ま
か
ぜ
」
の
プ
レ
ミ
ア
ム
席

は
総
革
張
り
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
能

付
き
電
動
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
シ
ー

ト
で
、
窓
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
も
電
動
。

ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
席
の
ほ
か
に

「
サ
ロ
ン
席
」
と
「
和
風
個
室
」「
洋

風
個
室
」
の
あ
る
「
グ
ル
ー
プ
席
車

両
」
と
、「
カ
フ
ェ
席
」
と
販
売
カ

ウ
ン
タ
ー
が
あ
る
「
カ
フ
ェ
車
両
」

が
あ
り
ま
す
が
、
普
通
座
席
は
な

く
全
車
特
別
車
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

当
初
「
し
ま
か
ぜ
」
は
片
道
の
み

の
利
用
を
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、

最
前
列
席
と
カ
フ
ェ
席
を
往
復
で

別
々
に
楽
し
も
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
賢
島
ま
で
往
復
乗
車
す
る

こ
と
に
決
定
。
と
言
っ
て
も
名
古

屋
～
賢
島
間
の
プ
レ
ミ
ア
ム
席
片

道
利
用
料
金
は
、
特
急
料
金1

,
6
4
0

円
＋
し
ま
か
ぜ
特
別
料
金

1
,
0
5
0

円
の
計

2
,
6
9
0

円
＋
運
賃
。
JR
の

特
急
＋
グ
リ
ー
ン
車
料
金
と
比
べ

た
ら
、
破
格
の
安
さ
と
言
え
ま
す
。 

10
時
25
分
、
近
鉄
名
古
屋
出
発
。

桑
名
を
通
過
し
た
と
こ
ろ
で
カ
フ

ェ
車
両
に
行
っ
て
み
る
と
、
す
で

に
カ
フ
ェ
席
は
満
席
で
空
席
待
ち
。

4 号車は 2 階建て構造の「カフェ車両」。往路は 2 階カフェ席

に長く滞在し、「しまかぜ」ならではの車窓を満喫しました。 
近鉄名古屋駅 5 番ホームに停車中の賢島行き「しまかぜ」。

登場して 10 年以上経ちましたが車両デザインは今でも斬新。 

Tanjima



賢島駅のしまかぜポストと名古屋発着＆大阪難波発着「しまかぜ」。

この日は京都発着が運休日だったので 3 本並びが見られず残念。 

15
分
ほ
ど
並
ん
で
２
階
（
階
上
）
席

に
空
席
が
で
き
て
案
内
さ
れ
ま
し

た
。
実
は
１
階
（
階
下
）
席
な
ら
も

う
少
し
前
に
空
い
た
の
で
す
が
、

前
回
利
用
し
た
の
で
、
今
回
は
絶

対
２
階
席
と
決
め
て
い
た
の
で
す
。 

名
古
屋
発
「
し
ま
か
ぜ
」
の
ス
イ

ー
ツ
は
人
気
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
「
シ

ェ
・
コ
ー
ベ
」
が
提
供
し
て
い
て
、

家
内
は
「
タ
ル
ト
・
ユ
ズ
」
と
「
ア

イ
ス
テ
ィ
ー
」
の
セ
ッ
ト
（1

,
4
0
0

円
）
を
注
文
。
こ
れ
が
一
番
人
気
で
、

真
っ
先
に
品
切
れ
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
私
は
運
行
開
始
か
ら
の
人

気
メ
ニ
ュ
ー
「
松
坂
牛
カ
レ
ー
」

（1
,
6
0
0

円
）
を
注
文
。
や
や
ボ
リ

ュ
ー
ム
が
な
か
っ
た
も
の
の
、
味

は
本
格
的
で
お
い
し
か
っ
た
で
す
。 

そ
の
後
、
２
階
席
が
満
席
に
な

る
こ
と
は
な
く
、
ア
テ
ン
ダ
ン
ト

が
長
居
し
て
い
い
と
言
っ
て
く
れ

た
の
で
、
カ
フ
ェ
席
か
ら
流
れ
ゆ

く
車
窓
を
存
分
に
堪
能
し
ま
し
た
。 

12
時
27
分
、
終
点
賢
島
到
着
。
復

路
の
名
古
屋
行
き
出
発
時
刻
ま
で

約
３
時
間
あ
る
の
で
す
が
、
乗
船

予
定
し
て
い
た
ク
ル
ー
ズ
船
が
故

障
で
運
休
し
た
た
め
、
駅
周
辺
を

う
ろ
う
ろ
し
て
時
間
潰
し
。
そ
し

て
15
時
40
分
、
待
ち
に
待
っ
た
名

古
屋
行
き
「
し
ま
か
ぜ
」
出
発
進
行
。 

復
路
の
座
席
は
、
連
日
の
争
奪

戦
で
ゲ
ッ
ト
し
た
ハ
イ
デ
ッ
カ
ー

１
号
車
の
最
前
列
２
人
席
。
名
古

屋
到
着
ま
で
の
２
時
間
、
ト
イ
レ

以
外
席
を
離
れ
ず
特
等
席
を
満
喫
。 

前
面
展
望
は
名
阪
甲
特
急
「
ひ

の
と
り
」
で
何
度
も
味
わ
っ
て
い

ま
す
が
、
単
線
区
間
も
あ
る
志
摩

線
は
新
鮮
で
し
た
。
次
回
は
京
都

発
着
の
「
し
ま
か
ぜ
」
に
乗
車
し
、

橿
原
線
や
京
都
線
の
前
面
展
望
を

楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

↑「松坂牛カレー（水付き）」（1,600 円）、↗「タルト・ユズ」と「アイスティー」のスイーツセット（1,400 円） 

最前列シートからの前面風景。展望列車では異例の前面に

非常扉があるのが特徴。運転室とは透明アクリル板で区画。 
ハイデッカー1 号車「プレミアム」の車内。座席配置は 2 人席＋

1 人席。豪華シートですがバックシェルじゃないのが玉に瑕。 


